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第四頁 宗少文と白蓮社 第二頁 昭明太子と『文選』
第五頁 戴安公の『釈疑論』と周道祖の『難釈疑論』 第三頁 貌世子の『無重寿経」読諦
第六頁 雷仲倫と白蓮社 第四頁 天台智者禅師の兄の陳参軍鉱
第六節 桓公の沙門敬王者論 第五頁 到茂潅の敬信仏法
第六頁 表幾原の持戒
第六章 南北朝の仏教 第七頁 劉磁の『文心雌竜』と『滅惑論』
第一節 宋の仏教
第八頁 劉士光と「革終論」
第一頁 宋の武帝文帝の仏教保護
第九頁 庚彦宝と六時札機
第二頁 謝霊運の『弁宗論』と『金剛般若経』への注釈
第十頁 劉宣文と研精釈典
第三頁 温渠と『禅要秘密治病経』
第十一頁江含潔と『無量寿経』
第四頁 何承天の『達性論』
第十二頁劉土恒と『観音経』読諦
第五頁 宗柄の『明仏論』
第十三頁 沈約の仏教学
第六頁 顔延之の「釈達性論』
一神滅不神減論争のまとめ
第七頁 張融と『門律」
二 沈約の伝記
第八頁 董吉と『首拐厳経』の転読
三 沈約の著作と思想
第九頁 何曇遠の浮土信仰
第四節 陳の仏教
第十頁 何彦悪の仏教信奉
第一頁 陳の武帝の奉仏行為
第十一頁周彦倫（周顕）と『三宗論』
第二頁 諸王の仏教信奉
第十二頁劉義慶『世説新語』
第三頁 侍宜事と「明道論』
第二節 斉の仏教
第五節 北貌の仏教
第一頁 文宣王蘭子良の八友と著作
第一頁 道武帝の仏教信仰
第二頁 沼績の神滅論
第二頁 太武帝の仏教崇拝
第三頁 道士顧歓の「夷夏論』
第三頁 太武帝佳浩冠謙之による廃仏
第四頁 ｛専大士と『心王銘』
第四頁 孝文帝の仏教敬崇
第五頁 荊山居士（陸法和）の仏業
第五頁 宣武帝の仏教尊崇
第六頁 劉糾の『無量義経序」
第六頁 孝武帝と仏教衰退
第七頁 明休烈の論争
第七頁 楊街之の『洛陽伽藍記』
第八頁 謝鎮之の『弓顧道士析夷夏論』
第八頁 劉謙之と「華厳経」
第三節 梁の仏教
第九頁 李子約（李士謙）
第一頁 梁の武帝の仏教信奉
第十頁 張洪賑
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北斉の仏教
文宣帝の仏教興隆政策
向居土と二祖慧可
病充と恵光法師
北周の仏教
北周武帝の仏教政策
武帝と衛元嵩とによる廃仏
宣帝の仏教復興
張孝始と『薬師経』
疑経の成立と流布
西晋東晋時代の疑経
北貌時代の疑経
『提謂波利経」と信仰団体
『宝車経』と泰山信仰
『、海土三味経」と戒法
宋時代の疑経
斉時代の疑経
梁時代の疑経
陳時代の疑経
道教と俗信に基づく疑経
特定の協議を標携する疑経
護国と菩薩の階位を説く疑経
仏教改革、占察法、如来蔵思想、速疾成仏思想を説く
疑経
観音信仰を説く疑経
居士の仏教信仰と仏教芸術
義邑について
法社について
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第三節 斎会（布薩）について
第四節 弥勤信仰
第五節 文殊信仰
第六節 観音信仰
第七節 寺塔の建立
第八節 仏像の鋳造
第九節 諸石窟の造営
第九章 惰の仏教
第一節 文帝の仏教信仰と仏教政策
第二節 燭帝と仏教
第三節 三階教の歴史
第四節 三階教の教説
第五節 三教調和論のまとめ
第六節 顔之推と『顔氏家訓｜』
紙数の都合で惰代までで止めておくが、要するに、従来、教理史中心、学
派史宗派史中心であった中国仏教史を、主伴を逆転させて、枝葉末節なもの
と見倣きれていた事柄を中心に構築し直したということであり、どちらの仏教
史がより多くの人々が参画した仏教についての歴史を語っているかは論ずるま
でもない。
追記 ： 金知見博士には本当にお世話になりました。何のお返しも出来な
いうちに永遠の別れということになり、残念な限りです。筆者が達磨の碑文
と達磨の墓塔、達磨の塔所寺院の価値の再発見をした時には、大変に喜んで
下さいました。それが今となっては良き思い出であり、心のなぐさめでもあり
ます。先生とは専門分野がほぼ一致しますので、いつの日か御恩返しができ
たらと思う次第です。御冥福をお祈り申し上げます。
